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Ｉ始めに

中国語の助動詞は助動詞の機能を持つと同時に動詞としての機能をも持つ。また

副詞的な働きを持つと同時に、副詞ではない機能をも持つ。このような性格を持っ

ているため、中国語の助動詞は品詞の分類においては独立の－種類として成立する

かどうかはいまだに統一されていない。助動詞について最初に論じた書物は「馬氏

文通」Ｉ）である。「馬氏文通」では「『可、足、能、得』等字，助幼字也。不宣言助

字之行,而惟言将幼之勢,故其后必有助字以錘之者，即所以言其所助之行也。』｣２１と

示してある。ここで示しているように、「馬氏文通」では、「助動字」と呼んでいた

のである｡「助動字」から「助動詞」に名称を呼び変えたのは章士判の「中等国文

典」３１である。助動詞をめぐって、国語学者達はそれぞれかなり違う考え方を持っ

ているｃ

まず動詞説がある。助動詞はあくまで動詞の中の一種類で、助動詞として独立す

るまでにはなっていないと主張する。例えば、趙元任や朱徳煕らは他動詞として見

る')｡陸志章や陸宗達らは普通の動詞として見る｡黎錦煕や張志公らは動詞の一種類

や能感動詞として見る51.次に副詞説がある｡王力や呂叔洲らは助動詞を副詞として

見る６１．次は助動詞を独立した－種類の品詞として見る説である。銭乃栄や胡裕樹ら

は助動詞を独立の－種類の品詞として見る７１｡このように中国語の助動詞は品詞とし

てどう見るべきかは学者の間では意見がかなり分れている。また助動詞の数も説に

よってかなり違っている。趙元任はもっとも多く、４８個もみとめている８)。朱徳煕

は27個、呂叔湖は１７個、胡裕樹は12個とみとめている９１。

また助動詞をともなう文の楠造の分析についても様様である。例えば、
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休会税収培叫？

について構造分析を行うと、次のような五種類の分析がある。

複合述語として見る'１１'・

体会悦双培１１９？’ｌ１
ＳＶＯ

述語と目的語の概造として見る121。

休会脱沢濡四？
ＳＶＯ

述語と補語の構造として見る。

休会税収浩１１９？
￣~￣く＞

ＳＶＣ

副詞と述語の構造として見る'３１。

休会税双濡119？
＝￣ｌ￣－

ＳＡｄＶＯ

助動詞と述語の構造として見るⅢ)。

休会脱汲梧１１９？
－Ｉ〕－－

ＳＡｕＶＯ

このように説によっては品詞分類においても、文の構造分析においても、見方が

かなり違うのである。本稿ではこのような現状をふまえながら、助動詞の問題を取

り上げたいと思う。

助動詞は一般的に動詞の直前に置き、動詞との間には何も伴わない。しかし、一

方では現実の言語生活の中では､助動詞は必ずしも動詞の直前に置くとは限らない。

助動詞は動詞から離れ、その間に他の成分が置かれたりする場合も少なくない。本

稿ではこのような性格の助動詞を取り上げ、助動詞はどのような場合に動詞と分断

することができるのか､分断された時にどういう成分がその間に入れられるのか､助

動詞はどこに置くべきなのかなどの問題を考察して、文の構造上の特徴や条件など

をあきらかにすることを試みたい。

Ⅱ助動詞と動詞・副詞との違い

２－１助動詞と動詞との違い

助動詞と動詞との違いは主として次のような点が上げられる。
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Ａ、動詞はダブって使うことができるが、助動詞はダブることができない。

動詞：看→看看_肴一着Ｏ

ＵＴ→|ﾘTlﾘT→|ﾘT-lﾘＴ○

体1ﾘＴｌﾘﾃ他(｢]的意DILI1Bo

我看一着日程肥。

助動詞：能→能能→能一能ｘ

会→会会→会一会ｘ

可以→可以可以→可以一可以ｘ

Ｂ、動詞は一般的に過去や進行を表わす助詞「着｣、「了｣、「辻」を伴うことがで

きるが、助動詞はできない。

動詞：漠→渡了→演辻→湊着ｏ

他撰了迭本名。

他湊辻迭本名。

他正湊着迄本名。

助動詞：能→能了→能泣→能着×

皮咳一匝咳了→血咳泣→底咳着×

Ｃ、動詞は受け身にすることができるが、助動詞はできない。

動詞：知道→被知道○打→被打ｏ

送件事被知道了。

核子被打了。

助動詞：会→被会×、能→被能×、可以→被可以×

、、動詞は一般的には程度を表わす副詞の修飾を受けないが、助動詞は受けられ

る。

動詞：根→根打球×、非常→非常写文章×、扱→扱湊名×

助動詞：根→恨会打球。、非常一非常能写文章ｏ、板→扱想演名ｏ

他恨会打兵兵球。

小王非常能写文章。

我扱想渡那本名。

Ｅ、否定の時には動詞も助動詞も「不」を使うが､動詞は「不」のほかに「別」「没」

も使う。助動詞は使わない場合が多い。
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動詞：去→不去→別去→没去○

助動詞：会→不会ｏ→別会ｘ→没会ｘ

匝咳→不匝咳○→別匝咳×→没EZ咳×

不→星期天我不去学校。ｏ

我不会悦双梧。ｏ

別→星期天体別去学校。ｏ

我別会悦双珸。ｘ

没→星期天我没去学校。ｏ

我没会悦双珸。ｘ

Ｆ、動詞は名詞目的語を伴うことができるが、助動詞は一般的にはできない。

動詞：学刀→我学弓双珸和英沼。○

助動詞：能→我能双悟和英沼。×

可以→我可以双培和英培。×

Ｇ、動詞は補語を伴うことができるが、助動詞はできない。

所→我lﾘﾃ了一十小吋。ｏ
￣＜

能→我能了一十小H寸・ｘ
￣く ＞

会→我会了一十小H寸・ｘ
￣く

２－２助動詞と副詞との違い

助動詞と副詞との違いは主として次のような点が上げられる。

Ａ、助動詞は否定式があるが、副詞には否定式がない。

助動詞：会→不会。、能－不能。、可以→不可以○

副詞：非常→不非常ｘ、被→不扱×、一頁→不一頁×

Ｂ、助動詞は「不」を伴う「Ａ不Ａ」式を作ることができるが、副詞にはできな

い．

助動詞：会→会不会。、能→能不能。、可以→可以不可以ｏ

休会不会悦法語？

休能不能唱英珸歌？

我可不可以去？

副詞：已姪→已曇不已瑳×、非常→非常不非常×、十分→十分不十分×
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Ｃ、助動詞は述語として使えるが、副詞は使えない。

助動詞：会→休会悦双培叫？我会。

能→休能勝蛙泳喝？我能。

副詞：也－体也去喝？我也。×

常常→作常常打球喝？我常常。×

Ⅲ助動詞の位置

３－１動詞と助動詞

助動詞は基本的には動詞と直接結びつき、動詞との間には何も置かない。

①舞会投了大笑，化装化得最成功的舞伴可以荻得昂貴的奨品呪。（《中国新文学佳

作集成3》Ｐ46）'５）

①大使高取可以当早iii内部侯下野当推梢員。（《￣九八七年短篇小悦逸》Ｐ478）'(，）

①休可以掘tP，可以反対，但不能没有尊重（《弓枅辞典》Ｐ20）'7１

④実在有困唯的，就皮咳扶助救済，縞社会主文不能餓死人。（《弓祈》Ｐ35）

⑤屈原逃拝迭里作力任眠之地，根可能有我伯尚未知暁的原因。（《弓析》Ｐ42）

棒線で示しているように助動詞は動詞と直接結びついている。

否定の場合には否定の言葉は助動詞の前に置く。

⑥如果他不能救助送十世界的活，他至少可以拒絶迭十世界。（《弓析》Ｐ42）

⑦我不想去巴錯比我高的人！（《小悦逸》Ｐ468）

③両分神前他不会想到自己居然要鳳。（《新佳作》ＰｌＯ）

⑨中国人一方面看重人情，晃一方面又不可以欠人情。（《悦双培淡文化》Ｐ51）,Ｍ

⑩他不敢回答，不能突出自己的声音。（《弓析》Ｐｌ６）

棒線で示しているように否定の言葉は助動詞の前に侭く゜

３－２介詞連語と助動詞

動詞の前に動詞を修飾する「介詞連語」がはいる場合には、助動詞は、介詞連語

の前に置く。

Ａ、対象を表わす介詞

介詞「与」で構成している介詞連語

Ｌ李経常又各地報教迭、深的教授干些私活，希望能句迭位教授縞好美系。（《脱
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淡》Ｐ97）

２．達急腹症病人幼大手木前也要与抄士小姐下一盆棋。（《佳作》Ｐｌ）

３．一般悦来，他不会与迭些女人汁牧。（《弓枡》Ｐ59）

介詞「眼」で構成している介詞連語

４．宴会錯束的吋候，先吃完的人，皮咳眼其他人打招呼“慢慢吃，，。（《悦淡》Ｐｌ３）

５．当然最好是休反|可他，中国人会悪意眼休淡他ｲﾛ自己的。（《脱淡》Pl9）

６．街上突来的豆腐腕信公能眼年糞売家的比呪？（《佳作》Pl63）

介詞「拾」で構成している介詞連語

７．悠能姶我再挙十道方面的例子喝？（《悦淡》Pl22）

８．上班前下班后汪要姶失系Ｐ治牙，元暇重整棋芭。（《佳作》Ｐ４）

９．老何不知父奈力什公独独要姶他留下一頂帽子。（《佳作》Ｐ23）

介詞「力」で構成している介詞連語

１０．那公，他真的不能力地送行了。（《小悦逸》Ｐ455）

１１．地(i]可以力起場、送猪、帯工等等事情清假，但不会把假期留姶自己的身体。

(《弓析》Ｐ31）

12．地圦未能力自己的咳子薪傲辻。（《佳作》Ｐ343）

介詞「向」で構成している介詞連語

１３．体原不慮意向残腹人協会揖款？（《佳作》Ｐ３）

１４．地就暁得我不会向作告密オ不避我，其笑我早就知道地眼那十小白脆……。

(《佳作》Ｐ４，）

介詞「随」で構成している介詞連語

15.体原意随我去樹林里喝？我的意思是休坐着不劫,用力呼吸,休就可以随我去

樹林里了。（《佳作》Ｐ36）

介詞「由」で構成している介詞連語

16.体看是不是迭祥，看屯影的桟休付，吃佼子匝咳由我清客，患公祥？（《悦淡》

ＰｌＯ３）

介詞「対」で構成している介詞連語

１７.“科学,，迭十同既不能対嬰伯等弓析人椙狂砥穀科学的吉姶負責，也不能対弓

枡双子、在公路上抄起届担対科学成果群起而攻的偶没事件負責。（《弓析》Ｐ41）

１８．“千面事”是男咳女核之|司的隠私，不可以対別人排。（《佳作》Ｐ244）

19．越是迭祥的核子，越是要吋他好一点。（《佳作》Ｐ331）

棒線と波線で示しているように助動詞は介詞「句」「眼」「蛤」「力」「向」「随」「由」
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｢対」で櫛成している介詞連語の1)iに置いてある。

Ｂ、方向を表わす介詞

２０惜了，体咳往吊祈上去。（《佳作》Pl22）

２Ｌ到了迄十地歩，只能往寛処想了。（《弓析》Ｐ75）

２２．人(i]有好事的吋候尽可以高官{１１而去，尽可以把官(ﾛ忘得一千二浄。（《弓析》

P６５）

23.体只要将一只耳朶随随便便地貼在一棟水杉的樹皮上,休的'ﾘﾃ党就可以朝下深

人到桝的根部。（《佳・作》Ｐ37）

棒線と波線で示しているように助動詞は介詞「住」「高」「朝」で構成している介

詞連語の前に置いてある。

Ｃ、方式や方法を表わす介詞

２４．１i;迭核死的家lｿ(，休想用迭称力､法来折磨我是不是？（《佳作》Ｐ53）

２５．因力我能用物理或化学的知沢来解蜂鮮花和山路，我汗始変得掴大。（《弓析》

P７１）

26.迄里可以用最姪済的力､法知道想知道的一切。（《佳作》Pl38）

２７.不但可以用各秤各祥硬舐倉堆造假房子院落,述可以用慶什管滋水汗仗｡（《佳

作》Ｐ244）

２８．根据直的字形、打身工具以及出土現場，希伯来人可能以足移的聡明和博知，

断定迄是中文。（《弓析》Ｐ68）

29.他皮咳以洪亮的声音高城一句口号,少年屏足力気剛想戚出那句口号,学校的

女教師沖上来把他往下拉。（《佳作》Ｐｌｌ９）

棒線と波線で示しているように、助動詞は介詞「用」「以」で構成している介詞連

語のiiiに置いてある。

、、場所を表わす介詞

３０．人(i]可以圦恨近的地方友班那帽子，常常就在恨近的地方招呼老何。（《佳作》

P２５）

３１他毎天黄昏肘分，都能圦一十頗近的角度，騎着牢子，一点一点地接近灯光畑

性的城市。（《佳作》Ｐｌｌｌ）

３２.送称人不少,来北京的吋候，一路捻催妖能圦公主攻捻到西単｡（《佳作》P3l7）

３３．他完全可以把迭匹舐弓圦老人眼底下帝走，力什公不UIB？（《佳作》PlZ4）

34．弛差不多想在海南島ijv出一次超扱諾、爪文学笑。（《弓析》Ｐｌ９）
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３５.他迩能在別的什公地方得到更力明亮刺目的一一醒？他迩能在別的什公地方更

能理解自己一頁珍視的一一醒？（《弓併》Ｐ43）

３６．弛是天生招惹男人的貨色，不能在我的坂棺里生事。（《佳作》Ｐ313）

３７．我一輩子不能只是在屯視上兄辻北京。（《佳作》Ｐ300）

棒線と波線で示しているように、助動詞は介詞「Ｌｕ「在」で構成している介詞連

語の前に置いてある。

Ｅ、時間を表わす介詞

３８．対庸生姑在|､]辺頗感后悔未能在修表補失雅之前来挑几件l日貨。（《小悦逸》

P468）

３９．老人甚至想，要是自己能在任淡中死去，咳是多公幸福。（《佳作》pll3）

４０．不辻，‘他的寛技状恋也使得他不能在迭次国除比審中取得花冠．（《小悦迭》

P455）

４１．王宝皮也不能圦早走到晩，他得有几十熟狽的店舗歌歌脚。（《佳作》Pl62）

４２．他大概是不可能在莎里看DIL他的。（《佳作》Ｐ286）

棒線や波線で示しているように、助動詞は介詞「圦」「在」で構成している介詞連

語の前に置いてある。

Ｆ、比況を表わす介詞

４３．他{｢]皮咳像両十男人一祥坐下来大度地悦些男人同的事。（《佳作》Pl4）

４４．牟鞆、行人，只能像小甲虫一祥，在那上面慢呑呑地爬行。（《佳作》ＰｌｌＯ）

45.体皮咳像休大伶軒迭祥，好好学刀，将来上大学。（《悦淡》Pl8）

棒線と波線で示しているように、助動詞は介詞「像」で構成している介詞連語

の前に置いてある。

Ｇ、目的語を表わす介詞

４６既便合用一十仇照，休迩能把我吃了不成。（《小悦逸》Ｐ469）

４７．体迄十不憧事的咳子，我告脈休，体千万不能把官帯回家．（《佳作》Pl24）

４８．他能把真牙修理得審假牙一祥漂亮，也能把假牙作得審真牙一祥得用。（《佳

作》Pl51）

４９．我不知悦什公好，只能把一碗吟水喝得足砿的伝久。（《弓析》Ｐ59）

５０．石失足以圷鉋其官色，却能把官、聚到一起一一是好奇心害了官I､。（《佳作》

P204）
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５１．他本来庄咳将呂一嗣街也推升清客人近来的。（《佳作》Ｐ21）

５２休皮咳将子掌朝着矢部的正上方,指夫尽力張升,迭祥休就会有那秤感覚｡(《佳

作》Ｐ34）

５３．恨多中国人通不能将其与相匝的脆型、服装、培言、瓜俗特征随吋朕系起来。

(《弓析》Pl8）

棒線と波線で示しているように、助動詞は介詞「把」「将」で構成している介詞述

語の前に置いてある。

３－３状語の前に置く助動詞

動詞や形容詞の前にその動作や状態を修飾する描写`性状語などが入る場合には助

動詞はその状語の前に置く。

Ａ、「地」を伴う状態や性質を表わす状語

Ｌ圦迭以后,我借来了三柁牢,我想,我咳圦圦真真地学着騎牢了｡（《悦淡》Pl51）

２．千是老何的妻子只能一週適地征洵他的意思。（《佳作》Ｐ27）

３．他的軟弱表現在他不能酒脱地面対現実。（《小悦逸》Ｐ487）

４．我可以初夜不眠地与弛淡活，就因力地的喚音。（《佳作》Ｐ35）

5．在他周囹的人中，巳姪没有人能轆耐心地研他悦。（《佳作》Ｐ283）
－－

６．体{｢]，城里人力什公不能平等地対待我｛i]|ﾘZ。（《佳作》Ｐ311）

棒線と波線で示しているように、助動詞は「地」を伴う描写性状語の前に置いて

ある。

Ｂ、方式や状態を表わす状語

７．感激他力他提供了一十可以名正吉順寓升迭十家的理由。（《佳作》Ｐ50）

８．体可以不宣接回答他，也可以告脈他休不喜炊他|可迭些。（《悦淡》Pl9）

１０.如果他不能具体悦出他的仮店的坂菜悠公租,悠公不可口，那就是故意損害他

的仮店。（《悦淡》Ｐ47）

１１．清上我家去看看，可以当面拭瞼。（《小悦逸》Ｐ469）

１２．老太太税：“能独来，就能独往，送都是越送越近，,。（《佳作》Ｐ68）

１３.剛有人宣布自己可以一次吃下三斤仮,身上就有人宣布自己可以一次吃下二十

十包子。（《弓析》Ｐｌ５）

14.息要根据対方的年麟､地位等不同的情況,来決定自己皮咳悠公悦悠公倣｡(《悦

淡》Ｐｌ９）
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１５．－元所有，一元所伝，一元所知，達咳遍公到悠迭几来倣客我也実在是不明

白。（《佳作》Ｐ７）

１６.地不能一下子造血送里的高速多変､人情淡薄的物履主文生活｡（《佳作》P132）

17．他党得匝咳身上寓升迭里，否則会有危隆了。（《佳作》Ｐ87）

棒線と波線で示しているように、助動詞は波線で示している方式や状態を表わす

状語の前に置いてある。

Ｃ、頻度や時間の強調を表わす状語

１８．最近新出一利健老洋参精吃了以后白失友都能重新変黒。（《佳作》Ｐ９）

19．看来我迩庄咳多了解中国的瓜俗刀慣，井且迩要能区別好的和不好的。（《悦

淡》Ｐ21）

２０．超善思筌千参参苓苓的遭遇，本来不想再下海摸棋。（《佳作》ＰＺ）

２１．“兼修｡'，迭一声几真実得不能再杯疑了。（《佳作》Ｐ183）

２２．既使面対同事他也能几年不与他ｲﾛ悦活。（《佳作》Pl6）

２３．井不訣乏自由和滿栖，甚至可以常常自比神仙。（《弓析》Ｐ44）

２４．地I]一致i人力，人都匝咳早死。（《弓析》Ｐ76）

２５．一十当娘的，不能老UⅡ咳子迄祥奥胴！（《佳作》Ｐ340）

２６．我就一杯，不能再喝了。（《佳作》Ｐ269）

棒線と波線で示しているように、助動詞は波線で示している頻度や時間の強調を

表わす状語の前に置いてある。

、、比較や程度を表わす状語

２７．那休也不能迭公胡来，二狗子知道了咋力､？（《佳作》237）

２８若達夢也倣不起，那就更惨，不能迄2A不公平UEl。（《佳作》Ｐ284）

２９．lil(njE公能送祥残忍？（《佳作》Ｐ338）

３０那十老多要他去帯忙倣生意，准能比枯坐街失拝更多的桟。（《佳作》Ｐ320）
－－－

３１．可是也不能太施了。（《佳作》Ｐ268）

３２．造好之后不能雨淋，不可日晒，也不能軽易下水。（《弓析》Ｐ64）

３３．多下条件有限只能因随就筒，在道具服装等方面是不能太垪究的。（《弓析》

Ｐ５、

３４．他党得他必得跳逃去オ能真正看几街前述十男人。〔《佳作》Pl4）

３５．－十人行之将死而且死干非命，不可能什公也不税。（《佳作》Ｐ214）

棒線と波線で示しているように、助動詞は波線で示している比較や程度を表わす
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状語の前に置いてある。

３－４状語の後に置く助動詞

動詞の前に動詞の動作や状態を非描写的に修飾する非描写性状語が入る場合には

助動詞はその非描写性状語の後に置く。

Ａ、関連の意味を表わす状瀞

Ｌ一十|可号打対錐伺心底升起，便不能散去.（《小悦逸》Ｐ508）

２．他(｢]将在天黒之前到込，他就能一了心恩。（《小悦逸》Ｐ455）

３.如果要桟工作,就必須把自己的仇点都悦出来,昆示自己的仇勢｡（《税淡》P36）

４．他在此称状恋之下自然又元法推辞，便只想匝付一下而已。（《佳作》Ｐ９）

５．他眼珠一鋳，就能判断出休口袋里是否有食物。（《副析》Ｐ72）

６．他必奴挽起袖子，オ能対得起迭朴圧力。（《身析》Ｐ72）

７．只要我双手用力抓，就会抓到一些末西叫？（《佳作》Ｐ35）

８.当各科各祥的樹木的香味弥漫子宝中吋人就会忘i己自己的年齢｡（《佳作》P37）

棒線と波線で示しているように、助動詞は波線で示している関連の意味を表わす

状語の後に置いてある。

Ｂ、疑問の意味を表わす状語

９.而且有一些恨隠蔽的想法，悠公可以当着面把晁魂深処的密碍赤裸裸地破輝出

来Iﾘａ（《小悦迭》Ｐ477）

１０．弛悠公可以用瑳済困唯、手失紫作力理由来拒絶対姥姥Iﾘﾋﾞ？（《悦淡》Pl21）

ｌＬ毎次姪辻街失的理友店他都会偏辻脆去，力什公要偏泣肢去？（《佳作》Ｐ2S）

１２．但是，拭一i式是不是可以改善？（《小悦逸》Ｐ490）

１３．liK看，我是否能去和那位漂亮姑娘淡，何|可地的十人情況？（《悦淡》Ｐｌ９）

１４．不知道糟房悠公能收到那公多稗子作酒，一百地オ多少稗子？（《佳作》Ｐ42）

１５．芥刷刷的燕姓人丁中，悠公能多余一十姓武的？（《佳作》Ｐ97）

１６．迭燕庄也是撒古升出来的，悠公能悦是燕姓人升辞出来的？（《佳作》Ｐ98）

棒線と波線で示しているように、助動詞は波線で示している疑問の意味を表わす

状語の後に置いてある。

Ｃ、ある種の語気を表わす状語

１７．看来汪是得挿十科候什公的当当，以便在単位宿舎里能分到一套住房，（《佳
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作》Ｐ５，）

１８．也不知力什公，我偏偏地扱想吃石榴。（《佳作》Pl31）

１９．何況我也汗能弄↑自費筌柾出去呪！（《佳作》Pl34）

２０我倒是恩意Il1T休垪，可我也不能拝昧良心的桟。（《佳作》Pll5）

２１．歌手友完一舵就Ⅱ１１１－口酒，借着酒力当然能友出更加余効更加刀枯堆答的歌

同.（《身枡》Ｐ46）

２２.可以断定,如果身析人看兄了城里的交垣舞或男女同行,一定也会将其納人哩

略螂的萢圃（《弓析》ＰＳ9）

２３.没有失明的人，信公能鯵体髄失明人的滋味，就像MK，伯是不能体涼我的心情

'''１１。（《佳作》Ｐ285）

２４．如果走得快，也杵能遼上半島最好的季捕．（《佳作》Ｐ211）

２５．他大概是不可能在莎里看〕L他的。（《佳作》Ｐ286）

２６．原先是十性情取宣、思想敏鋭的小伏子，看来如今也未能免俗了。（《小悦逃》

P468）

２７．他忽生邪念，心想如果能与迄祥的美人宗近一番也算不妄走一趨阻世。（《佳

作》Ｐ７）

２８.我覚得我必緬技十事来倣，不管是什公事，只要能消耗精神，打没吋光倒貼桟

也可以考慮。（《小悦逸》Ｐ467）

２９．但是，我忌不能趣客人走DB。（《ijt淡》Ｐｌ２）

３０．休息不能老在我{i]燕庄住畷。（《佳作》Ｐ97）

３１．当然都咳怪咳死的芥暁,他明知是他背后折台没当成科侯,却迩漬他喝酒祝授

什公的。（《佳作》Ｐ59）

棒線と波線で示しているように、助動詞は波線で示しているある種の語気を表わ

す状語の後に置いてある。

、、全部の意味を表わす状諮

３２.薗内迭十与丈夫有此相像的老男人元疑是沖弛扮了扮手中的伊子,可堆也不能

肯定那含混的幼作就意味着避漬。（《佳作》Ｐｌ５）

３３．他対美国吋楽的想法和地吋美国現実的了解一点也不能合拍。（《佳作》Pl34）

３４．－切的机械迄劫，歯柁、凸給、曲拐……元不可抽象力用活紬達在一起的四根

粁的旋鋳与掻幼。（《小悦迭》Ｐ464）

３５．我、的全部厨史都未能逃脱吋|司的坐杯。（《小悦迭》Ｐ462）
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３６.女几便把摘果実的吋|司改力日落之前,ｉ'二地的小ｲﾂl(伴都能体強那价炊釆｡（《佳

作》Ｐ66）

３７．眼他辻的十几年，睡的十几年党，都咳算他白嫌，都不咳是他名分下的。（《佳

作》Ｐ80）

３８．堆到只要是小失用左手倣下来的事就任什公都可以原涼叫？（《佳作》Ｐ225）

棒線と波線で示しているように、助動詞は波線で示している全部の意味を表わす

状語の後に置いてある。

Ｅ、同様や追加の意味を表わす状語

３９，迄是他几年前指早辻寺題裸程没汁的学生，也可悦是得意、生了。（《小悦逸》

P467）

４０．当然li;実在需要的活，我也可以表演酷効大友，痛不欲生之英｡（《佳作》P61）

４１.后来弛在石榴上市肘,忌要叉几十回家｡邑然不吃,也要放在巣上作接ijt｡(《佳

作》Pl30）

４２．男女之同随意打'１F|凋笑一下，也可以被称之力哩略Ⅱ肌（《弓枅》Ｐ59）

４３．照願他也是順手的事几就是上后因子摘菜，尿尿的工夫，也能眼他悦几句

活。（《佳作》Ｐｌｌ５）

４４．来真的也不几得能鳳老局伝，噺槐了也！（《佳作》Ｐ９）

４５.就免展目一汎那入来牢往的熱岡場景,付价汪价的精彩表漬,也能平添杵多人

生示趣。（《小悦逸》Ｐ463）

４６．迄将来万一有↑欠有十病的，他１１]迩能管我，各不住迂得姶我下毒Ⅱ内！（《小

悦逸》Ｐ471）

４７．有些男女汪可以利用送十唯得的机会自由交豚。（《身析》Ｐ51）

４８〆他迩要穿出他的灯芯教褥子，甚至迩要戴上一副眼鏡。（《弓枅》Ｐ55）

４９．－月五十決，分文不少，而且迩只能占一半，男一半空着，准各再租姶堆堆

堆……。（《佳作》Ｐ57）

５０．弓析人把``肯，，字用得r~腫得多，不但可以用来描述人，描述幼物，也可以用

来描述其他的天下万物。（《弓析》Ｐ70）

５１．所有迄些都和人一祥，其卒府咳有ｾｲﾛ各自的姓名和故事。（《身析》Ｐ70）

５２．我(｢]在迄里喝十通宵，也不会有十叫倣老婆的人来打批了。（《佳作》Ｐ49）

棒線と波線で示しているように、助動詞は波線で示している|可様や追加の意味を

表わす状語の後に置いてある。



212

Ｆ、範囲を表わす状語

５３．芥暁不想跳，只想喝酒那香棋是免費的，机会唯得。（《佳作》Ｐ49）

５４．泥朱隻干只能芳現，着着老辺的祖母的、牙破砕在口中。（《佳作》Ｐ37）

５５．男看抄只能推着自行牟走了。（《佳作》Ｐｌｌ５）

５６．但既然具里来的同志悦鋤失好，他只能掘tP。（《弓析》Ｐ56）

５７．正因力如此，直也只能用哩略uIIll迭称含混不清若定若移的符号来姶以敷桁。

(《弓析》Ｐ59）

５８．庄稼達年歎收，人(i]只能吃迄秤京西。（《佳作》Ｐ250）

５９．唯一可以肯定的是地有一副誘人的喋子。（《佳作》Ｐ35）

６０．看来，今后達倣莎也不能不警醒些了。（《佳作》Pl80）

６１．最后，達老ﾘ而也不能幸免。（《弓祈》Ｐ72）

62．芸至刮凡下雨和雪天也不能阻措他在汽牢姑牌下的段勤。（《佳作》Ｐｌ８）

棒線と波線で示しているように、助動詞は波線で示している範囲を表わす状語の

後に置いてある。

Ｇ、程度を表わす状諮

６３．他扱想跳逃屋去尋我･他圦前姜失的那/i～“衣一一服，,。（《佳作》Ｐｌ４）

６４．邑然地的腿偵得弦耀可地決不打算掌官爬箇Ｐ。（《佳作》Pl5）

６５．泥朱永近不能肯定祖母是否真的在笑，也可能祖母圦来不笑UB｡（《佳作》Ｐ30）

６６．那秤事情根本不能算数。（《佳作》Ｐ34）

６７．我{i]完全可以圦力我(｢]淡活的此刻，弛就在簡処lﾘﾃ，（《佳,作》Ｐ35）

６８．最后女的寛能一十人喝一場《二逃宮》。（《佳作》Ｐ４４）

６９．迭太悪毒太不能今人容忍了！（《佳作》Ｐ59）

７０．年経的吋候，我非常能吸烟。（《佳作》Pll2）

７１．体迭十不憧事的核子，我告脈休，体千万不能把官帯回家。（《佳作》Pl56）

７２．天下不会只有一十嚇角俟徳的，万万不能弄惜。（《佳作》Pl56）

７３.他不能原涼迄秤斯文打地的辻失,不能原涼路上的那根香蕉皮,更不能原涼那

十庸俗可悪的女咳小侃。（《佳作》Ｐｌｌ２）

棒線と波線で示しているように、助動詞は波線で示している程度を表わす状語の

後に樋いてある。

Ｈ、時間を表わす状譜

74.体現在能樺多少桟|冴？（《小悦逸》Ｐ４７ｌ）
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75.以致子迭重大騒幼的信息,好久没能佶速到主人公的耳目里｡（《小悦逸》P461）

76.人(i]不知道他有一十几子，井且几子瞥姪想逃他的屋。（《佳作》Ｐｌ４）

77.他没送送｣し子就那公稀里胡徐叫他走了,那公現在他可以送他了｡(《佳作》Pl7）

78.毎当我下決心准各回去而築干未能成行的吋侯,我的槐疾就更甚｡(《佳作》P93）

79．生活上有杵多悲刷往往能蛎避免。（《佳作》PlOl）

80．上班前下班后述要姶失系Ｐ治牙，元暇重整棋芝。（《佳作》Ｐ４）

81．水水神恩`洸惚，好一段肘I司里不能相信｣し子己鑑没有了。（《弓枡》Ｐ75）

８２．関矢下有鉄柱，水退吋オ可以看DL，」二面迂有杵多模糊的古宇。（《弓析》Ｐ９）

棒線と波線で示しているように、助動詞は波線で示している時間を表わす状語の

後に置いてある。

３－５助動詞の前後に置ける状語

否定、時間、場所、程度などを表わす状語は助動詞のｉｉｉに置く場合もあり、後に

置く場合もある。置く場所が違えば、修飾する範囲や対象も変化する。文の表して

いる意味も違ってくる。一方、置く場所が巡っても文の表わしている薗味がほとん

ど変らない場合もある。

１，否定の意味を表わす状語

Ａ、否定の意味を表わす「不」が助動詞の後に置かれる場合にはその否定は助動

詞にはかからず、助動詞以後の部分だけに限定する。このような使い方の用例は比

較的少ない。

ｌ〆他一輩子什公都可以不垪究，就是睡的地方不可不垪究。（《弓祈》Ｐ36）

２．那里的人可以不吃仮，不可以不下棋。可以不会写自己的名字，不可以不会下

棋。（《佳作》Ｐｌ）

３．作侃石棋皮咳不是他的曾祖父留下来的，是前清宮府賞姶他祖父的。（《佳作》

P6）棒線と波線で示しているように、波線で示している否定の「不」は棒線部の助

動詞の後に間いてある。

Ｂ、「不」が助動詞の前に慨かれる場合にはその否定は助動詞を含む動詞述語や述

語全体にかかる。このような否定の用例はとても多い。

４．男的不会下棋，爾想嬰嶋畑。女的不会下棋，甫想桟婆家。学生不会下棋，雷

想竿血。（《佳作》Ｐｌ）

５．当吋老人剛剛埋葬了不能生育的元妻。（《佳作》PlO9）
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６．他不能辻官跳逃茂密的草込里去。（《佳作》Pl21）

７．老人税，作不能要迄些京西，亡是姶死人的，姶我的。（《佳作》Pl23）

８．可児美国井不能満足人所有的需要。（《佳》作Pl31）

９．費裡党得迫些措浸不可原涼，他不能忍受一十金玉其外敗緊其中的女友。（《佳

作》Pl68）

１０．在我的想象里，弓析不皮咳没有一棟大樹。（《弓析》Ｐ65）

棒線と波線で示しているように、波線部の否定の「不」が棒線部の助動詞の前に

置いてある。

Ｃ、否定の「不」は動詞の前にも助動詞の前にも両方置いてある場合もある。

ｌＬ可以悦是達公範，也不能不秘密，不然不得了。（《佳作》Pl79）

１２．吋立派只能悦几句名不副突的屈活，也不能不承圦他改得高。（《佳作》Pl82）

１３.我不能不没想,－次残酷的迫害浪潮,－次我伯今天元法知道也元圦想象的腿

凡血雨，使``夢，，字成力了迭里的禁忌。（《弓析》PlO）

14．我不能不覚得，臭味在迭里已姪不是気味，而是元形的固体。（《弓析》Ｐ32）

１５．体不可不知，釣翁之意不在負，在乎道。（《弓析》Ｐ33）

１６．女医生又在那公尽責地傲着人工呼吸，不可能不出汗。（《佳作》Ｐ217）

棒線と波線で示しているように波線部の否定の「不」は動詞、助動詞の両方の前

に置いてある。二回の否定となっている

２，時間や場所を表わす状語

Ａ、過去の意味を表わす時間状語は一般的に助動詞の前に置く

１７．人ｲﾛ不知道他有一十几子，井且几子普姪想逃他的屋。（《佳作》Ｐｌ４）

１８泥朱隻干只能秀汎，着着老辺的祖母的|､]牙破砕在口中。（《佳作》Ｐ37）

１９．少年屏足力気剛想戚出那句口号，学校的女教ﾘ而沖上来把他往下拉。（《佳作》

Ｐｕ，）棒線と波線で示しているように､波線部の過去の意味を表わす状語は棒線部

の助動詞の前に置いてある。

Ｂ、助動詞の前に否定の言葉を伴っている場合には時間状語は一般的に助動詞の

前に置く。

２０.以致干迭重大騒幼的信息,好久没能侍速到主人公的耳目里｡（《小悦逃》P461）

２１.毎当我下決心准各回去而磐干未能成行的吋侯,我的槐疾就更甚｡(《佳作》P93）
￣

棒線と波線で示しているように、波線部の時llU状語は棒線部の否定の言葉を伴っ

ている助動詞の前に置いてある。
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Ｃ、時間状語は助動詞を含む動詞連語や述語全体を修飾する場合には助動詞の前

に置き、助動詞を修飾しない場合には助動詞の後に置く。

２２．体現在能拝多少桟I牙？（《小悦迭》Ｐ471）

２３．，Ｉ去上税逃貢的冤桟，－天至少也能落十十決り巴。（《小悦逸》Ｐ472）

２４．圦我上中学可以自己逃拝衣服之后，我就圦未穿泣花衣服。（《悦淡》Ｐ78）

25．両分神前他不会想到自己居然要蔚。（《佳作》ＰＩＯ）
戸一一-

26．上班前下班后迩要姶失系ﾉｺ治牙，元暇重整棋芝。（《佳作》Ｐ４）

２７．既使面対同事他也能几年不句他、悦活。（《佳作》Ｐｌ６）
－－

２８．地(ロー致圦力，人都皮咳早死。（《Z１１桁》Ｐ76）

２２～26の用例で示しているように、波線部の時間状語は助動詞を含む述語全体

を修飾するものだから助動詞の前に置いてある。また27～28の用例で示しているよ

うに、波線部の時間状語は助動詞以後の部分だけを修飾するものだから助動詞の前

に置いてある。

、、時間の順序や長時間などの意味を表わす状語は助動詞の前から後へ、後から

前へ置き換えることは可能である。

２９．体匝咳先征求我(｢]意几。（《小悦迭》Ｐ480）

３０．－十人可以同肘是父宗、几子、工作人員、居民、与別人有父子尖系、同事失

系、邦居共系等等。（《悦淡》Ｐ51）

３１．只要他原意，随吋可以走逃街辺任何一家装怖高雅的大酒店。（《佳作》Ｐ290）

３２．我一輩子不能只是在屯視上皿辻北京。（《佳作》Ｐ301）

３３.我(n在九四年肯定能看DL美男子費裡和唖女珠珠,看〕11那吋傾国傾城的新郎和

新娘。（《佳作》Pl74）

用例29,30の波線部の状語は棒線部の助動詞の前にi聞き換えることが可能である。

一方、用例３１，３２，３３の波線部の状語は棒線部の助動詞の後に置き換えても櫛わな

い。

Ｅ、一部の場所を表わす状語は助動詞の前から後に、後から前に置き換えること

は可能である。

３４．升着大奔在二坏路上能鉋90辺。（《佳作》Ｐ317）

３５．看来迩是得挿十科俟什公的当当，以便在単位宿舎里能分到一套住房。（《佳

作》Ｐ59）

用例3435の波線部の状語は棒線部の助動詞の後に極き換えることは可能である。



２１６

３，程度を表わす状語

程度を表わす状語は助動詞の前に置かれる場合には助動詞を含む動詞連語や述語

全体にかかる。助動詞の後にi置かれる場合には助動詞にはかからず、助動詞後の動

詞や述語にかかる。

３６．我告脈休，体千万不能把官帯回家。（《佳作》Pl24）

３７．他完全可以把込匹紙弓圦老人眼皮底下帯走。（《佳作》Pl24）

３８年経的吋候，我非常能吸烟。（《佳作》Ｐｌｌ２）

３９．天下不会只有一十職角侯病的，万万不能弄措。（《佳作》Pl52）

４０．曽明几乎能鯵斫到自己的心跳，也能感覚到刈主任的心跳。（《佳作》Ｐ284）

４１．女的寛能一十人唱一場《二逃宮》。（《佳作》Ｐ44）

４２．述太悪毒太不能今人容忍了。（《佳作》Ｐ59）

４３．那称事情根本不能算数。（《佳作》Ｐ34）

４４．上層Ⅱリ“烟蓬，，四辺元遮摺，瓜、雨都可以吹近来。（《佳作》Ｐ39）

４５．止弛的小Ｉ))(伴都能体瞼到那价吹采。（《佳作》Ｐ66）

４６．我(､的全部DJ史都未能逃脱吋同的坐栃。（《小悦逸》Ｐ462）

４７．如果要我工作，就必菰把自己的仇点都脱出。（《悦淡》Ｐ36）

４８眼在菰姐身后，可以随便在萄房拒台里外、楼上楼下玩。（《佳作》Ｐ24）

４９．他党得他必得跳逃去オ能真正看几箇前迭十男人。（《佳作》Pl4）

５０．只能因随就筒，在道具服装等方面是不能太垪究的。（《弓析》Ｐ51）

用例36～46の波線部の程度を表わす状語は助動詞の前に置いてあり、助動詞を

含む述語全体を修飾する。用例47～50の波線部の状語は助動詞の後に置いてあり、

助動詞を修飾せず、助動詞後の述語を修飾する。

Ⅳおわりに

以上、中国語の助動詞の位悩について簡単に考察してきた。これらの考察を通じ

ておよそ次のようなことがまとめられよう。

①助動詞と動詞との大きな違いとしては助動詞には受け身がないことが上げられ

る。

②助動詞と副詞との大きな違いとしては副詞には否定式がないことが上げられる。

③助動詞は基本的に動詞と直接結びつき、動詞との間には何も置かない。

④動詞を修飾する介詞連語がはいる場合には助動詞は介詞連語の前に置く。
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⑤動詞や形容詞の前にその動作や状態を修飾する描写性状語などがはいる場合に

は助動詞はその状語の前に置く。

⑥動詞の前に動詞の動作や状態を非描写的に修飾する非描写性状語が入る場合に

は助動詞はその非描写性状語の後に置く。

⑦助動詞を含む述語全体を否定する場合には否定の言葉は助動詞の前に置き、述

語だけを否定する場合には助動詞の後に置く。

③時間や場所を表わす状語は助動詞を含む動詞連語や述語全体を修飾する場合に

は助動詞の前に置き、述語だけを修飾する場合には助動詞の後に置く。

⑨一部の時間や場所を表わす状語は助動詞の前から後へ、後から前へ置き換える

ことは可能である。

⑩程度を表わす状語は助動詞の前に置かれる場合には助動詞を含む動詞連語や述

語全体にかかる。助動詞の後に置かれる場合には助動詞にはかからず、助動詞後の

動詞や述語にかかる。
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